
　　状況 　　原因    処置及び対策

① 掴み力が低下した。 ｻｸｼｮﾝﾌｨﾙﾀが目詰まりしている。（異常音発生）

作動油の漏れ。

作動油が不足している。

粘度の低い作動油を使用している。

油圧ｼﾘﾝﾀﾞのﾊﾟｯｷﾝの磨耗やﾋﾟｽﾄﾝ部の
傷等により圧力を保持できない。

可変容量油圧ﾎﾟﾝﾌﾟのﾃﾞｯﾄﾞﾍｯﾄﾞ圧力調整ﾈｼﾞが弛んで調整圧力が低下
している。

可変容量ﾎﾟﾝﾌﾟがｶｼﾞﾘ、ﾊﾟｯｷﾝ破損等を起こしている。

電磁ﾊﾟｲﾛｯﾄ切換弁(電磁切換弁)ｽﾌﾟｰﾙの異常磨耗。

② 異常音が発生する。 粘度の高い作動油を使用している。

ﾋﾟﾝ回転部の油切れ。

③ 電動機が回転しない。 制御盤のNFB等が入っていない。

電気回路またはｹｰﾌﾞﾙ(ｹｰﾌﾞﾙの断線、接触不良、端子の弛み)

④ 電動機は回転しているがﾊﾞｹｯﾄ開閉が出来ない。 ｻｰﾏﾙﾘﾚｰがﾄﾘｯﾌﾟ

ﾃﾞｯﾄﾞﾍｯﾄﾞしない。

電動機過負荷(ﾃﾞｯﾄﾞﾍｯﾄﾞ圧力が高い)

電動機と可変容量油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ接続部の不良(ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ)

⑤ 開閉完了ﾗﾝﾌﾟが点灯しない。(ｸﾚｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗｰ) 電動機ｺｲﾙの断線

電動機の回転方向が逆

⑥ 電動機が異常に発熱する。 電磁ﾊﾟｲﾛｯﾄ切換弁(電磁切換弁)のｽﾌﾟｰﾙが固着(ｽﾃｨｯｸ)している。

可変容量ﾎﾟﾝﾌﾟが吐出しない、または吐出圧力が上がらない。

⑦ ﾊﾞｹｯﾄの開閉時間が遅くなった。 開閉ｽｲｯﾁの接触不良、またはｷｬﾌﾞﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙの断線

電磁ﾊﾟｲﾛｯﾄ切換弁(電磁切換弁)のｺｲﾙが断線、損傷している。

開閉操作回路で断線や接触不良を起こしている。

⑧ ﾊﾞｹｯﾄ開状態で吊り上げておくとﾊﾞｹｯﾄが閉じる。 各種ﾘﾚｰ(継電器、ﾀｲﾏ等)が故障している。

可変容量油圧ﾎﾟﾝﾌﾟが長時間の使用によりﾃﾞｯﾄﾞﾍｯﾄﾞ圧力が降下した。

ｶﾚﾝﾄｾﾝｻの設定のずれ、調整不良。

荷役ｻｲｸﾙが速すぎる。

⑨ ｶｳﾝﾀﾊﾞﾗﾝｽ弁の作動不良、調整不良。

長時間の使用により磨耗。

⑩ ﾊﾞｹｯﾄ及び爪が磨耗した。 ﾋﾟｯﾄ壁、ﾋﾟｯﾄ底との接触により磨耗。

正しい回転方向になる様、電気回路等修正のため、担当営業所へ連絡願います。

ﾋﾟｯﾄ壁、ﾋﾟｯﾄ底に接触しないように使用する
接触した際はﾊﾞｹｯﾄに異常(ｸﾗｯｸ等)がないか確認する。
異常(ｸﾗｯｸ)が発生した際は、直ちに使用を中止し、担当営業所まで連絡願いま
す。

ｽﾌﾟｰﾙまたは電磁ﾊﾟｲﾛｯﾄ切換弁を交換するため、担当営業所へ連絡願います。

正規の電流値に調整

荷役ｻｲｸﾙを遅くする。

調整、交換のため、担当営業所まで連絡願います。

点検修理、または交換のため、担当営業所へ連絡願います。

G/B　 故障およびその原因と対策

断線箇所を見付け、接続または交換修理のため、担当営業所へ連絡願います。

原因確認後、ｻｰﾏﾙﾘﾚｰのﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝを押して復旧

電動機交換のため、担当営業所へ連絡願います。

分解清掃、または交換するため、担当営業所へ連絡願います。

ｻｸｼｮﾝﾌｨﾙﾀの清掃、作動油の交換
ｵｲﾙﾀﾝｸ内の開放点検、清掃、ﾘﾀｰﾝﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄの交換

分解の上、ﾊﾟｯｷﾝを交換、または油圧ｼﾘﾝﾀﾞを交換のため、
担当営業所へ連絡願います。

ｽﾌﾟｰﾙまたは電磁ﾊﾟｲﾛｯﾄ切換弁の交換のため、担当営業所へ連絡願います。

油漏れ箇所の修繕交換のため、担当営業所へ連絡願います。

作動油の給油

適正な作動油に交換

可変容量ﾎﾟﾝﾌﾟを交換のため、担当営業所へ連絡願います。

注油する。

NFB等を入れる。

ﾗﾝﾌﾟの交換

ｵｰﾊﾞｰﾀｲﾑや電磁弁ﾊﾟｲﾛｯﾄ切換弁(電磁切換弁)
異常の警報が出る

圧力計を取付け、可変容量油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ圧力調整ﾈｼﾞで正しい圧力に調整するため、
担当営業所へ連絡願います。

圧力ｺﾝﾍﾟﾝｾｰﾀの交換のため、担当営業所へ連絡願います。

硬化肉盛溶接、またはﾊﾞｹｯﾄ、爪を交換するかの確認のため、
担当営業所まで連絡願います。

開閉完了ﾗﾝﾌﾟが断線している。

2017.10.20


